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お問い合わせ・お申し込み先
立神峡公園管理組合　☎62－1543　tategamikyou@yahoo.co.jp （8：30～17：30火曜定休日）

活動報告
竜北西部小学校　宿泊通学 1日目竜北西部小学校　宿泊通学 1日目

▲おいしい晩ごはん▲よいしょー ! ▲宿題も終わったよ

　9月17日から19日まで、竜北西部小学校の宿泊通学が行われました。坂道から子どもたちの元気のいい声が聞こ
え、肩で息をして登ってきました。活動着に着替え、17時ごろに活動開始です。
　実際にあった事故や危険性を十分に伝え、調理班もけがをしない刃物の洗い方や、手を切らない包丁の使い方な
どをしっかりと教わって活動をしていました。まき割り時は、お互いに注意しながら、一つ一つ作業を丁寧に進め、一
生懸命ナタを振りおろしている子に、周りの子どもたちも「よいしょー！よいしょー！」など、かけ声をかけていました。
お風呂班も同じ薪割りでしたが、五右衛門風呂に火を入れた後は、慣れない煙と必死に戦いながらうちわで仰いだ
り、まきをくべたり、湯の温度を代わる代わる見ていました。調理班も慣れない手つきでしたが、食材を刻み、簡易か
まどに設置した鍋に食材を入れて、熱い中必死に炒めていました。
　それぞれの班が自分たちの持てる力を十分に発揮し、お互いを助けながらの作業をしっかりと行っていました。慣
れない事だらけでおなかもすいたのでしょう、夕食は完食していました。食器の片付けも、へらで残ったものをボー
ルに落としてしまい、できるだけ食器をきれいにしてしまってから、洗剤で洗うことを伝え、環境負荷に対するちょっ
とした知識と意識付けを行いました。
　初めての五右衛門風呂には、終始子どもたちの笑い声がこだまする、楽しいお風呂になっていたようでした。
　宿題もきちんと終え、就寝後は疲れていたのか、あっという間に寝息が聞こえていました。

　2日目は、6時起床と少し早いですが、ラジオ体操終了後に寝床の片付けを行い、朝食となりました。
　高校生のリーダーを送り出した後に、活動としてロープワークを行いました。簡単なものから難しいものまでさ
まざまですが、諦めずに取り組み、それぞれの班で分からない所は、お互いに教え合いながら行っていました。
　頭を1時間ほど使った後は、外で体と頭を使うスパイダーネットです。縦横無尽に張り巡らせたロープを、クモの
糸に見立てて、糸に当たらないように通り抜けるゲームです。自分たちで順序を決め、穴を通り抜けた人は反対側
から手伝い、通り抜けてくる人を補助します。自分勝手に決めて通りやすい穴を通ると、後の人が通れなくなって
しまうので、『話し合い』『協力』『観察力』が重要になるゲームとなっています。一人また一人と抜けながら、全員
が一人のために集中し、課題をクリアしていく姿は、非常に頼もしく見えました。
　宿泊通学を通して、さまざまなことを学び、今の暮らしと昔の暮らしの違いなども、身を持って知ってもらえた
と思います。家族の支えのありがたさ、温かさなども、これから忘れずに過ごしてもらいたいと思います。

今年も里山フェスタを開催します！今年も里山フェスタを開催します！

竜北西部小学校　宿泊通学 2日目竜北西部小学校　宿泊通学 2日目

◆日　時：11月23日（日）10時～15時
◆内　容：シシ汁販売、箸置き・アレンジヘアゴム作り、木工作
　　　　　品販売、自然観察会（木工製作）、青空音楽会、間伐
　　　　　材を使用した竹明り製作体験、ひかわツーリズムク
　　　　　ラブ足踏み餅つき機体験（餅販売）、食育広場（食育
　　　　　に関するパネル展示） 22日夜は竹ドームライトアップを行いますので、

ぜひお越しください。（17時30分～20時30分）

空き家バンクへの登録をご検討ください
　「空き家バンク」は、町内の賃貸・売却できる空き家を「空き家バンク」に登録していただき、その物件の情報
を、町への移住を希望される人や住居をお探しの人へ、町のホームページなどを利用して提供する仕組みです。

お問い合わせ先：総務振興課　まちづくり推進係　☎62－2317（直通）

こんなメリットがあります！
①空き家に人が入ることで、空き家

の管理をする必要がなくなる
②家賃収入が発生する
③使っていない空き家に人が入るこ

とで町の活性化に役立てる

空き家バンクに登録すると
①登録申込書を提出していただいた後、担当職員が現地調査に伺い、

物件の様子や間取りなどを確認します。
②登録された情報を町のホームページに掲載します。物件の所在地や

間取り、設備などを写真も含めて掲載します。
③交渉契約に町は直接関与せず、当事者間で行っていただきます。宅

健業者の仲介を希望される場合は、町内業者をご紹介します。

空き家バンク登録から契約までのながれ


